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地域・職域別にみた血清脂肪酸構成

（第一報）
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秋田農村住民を中心に， l［Ili責脂質と脂肪酸構成につい

て調査を行なっているが，他の地域集団との違いや，都

市，罠村および漁村といった，食習慎や職域を異にする

集団間の血清脂肪酸構成の追いを比較検討する必要があ

るため以下の調査を行なった．
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対象地域は，秋田 IIII］ （主に農集），秋田H市職（事

務），山形H,y町（主に牒業），，鳥根N島（漁業），

大阪（現業と事務）およひ戸田市（都市近郊）の 7地域

集団で，この地域で実施している循環器検診および糖負

荷試験時に採取した旧清の提供を受け，測定に使用した．

対象者数と調査年は表1．に，測定項目は図1．に示す．対

象者は主に40~59歳代の男子である．測定法は既報 l)に

順ずる．

なお，今回の調査は各地域とも非常に少数例であり，

この調査の目的のための予測成績として示したものであ
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結果と考察

7集団の血清脂質およひ脂肪酸構成を比較すると（図

1.)'総コレステロール (Cho)平均値では，東北農村

ならびに漁村が，都市集団より低い傾向を示しており，

中性脂肪 (TG)の平均値では，農村と都市の現業職が，

秋田事務職，都市集団および漁村に比べ，低い傾向を―

団が農村，漁村の両集団より明らかな高値を示している．

又， L1府の最も高い都市事務職ては， P,0値とも他の

共団より高い平均値を示している．これに対し， L値が

農村より高い都市現業でIi,P, 0値とも秋田事務職よ

り低く，農村集団とほぼ笛こしい値を示している．

次に， Pおよび0に対する Lの比率，つまり L/0,

L/P比をみると，農村および漁村のL/0,L/P比

は，都市集団より低い傾向を示しており，農村集団の中

でも，山形農村ではPおよび0値が特に低く．この影響

を受けて， L/0, L/P比が逆に比較的高い比率を示

したも(})と考えられる．ーカ，都巾近効に位置する戸田

市の場合は， L値は大阪の事務，現業と農村，漁村の中

聞値を示し， Pおよび〇｛直は，秋W殷村および漁村と同

じレベルを示しており， L./0, L/P比は秋田農村，

漁村より高比率を示した．しかし， P, 0およびL値の

すべてが高い値を示す都市事務職では， L/0,L/P 

比がやや低下を示している．次に， Lの総脂肪酸中に占

める割合をみると，都市集団では 32.8~33.5％に比べ，

5~8％も高い割合を示しており，都市住民の血清L瀧

度の高いことを示唆している．

l¥i まとめ

以上の結果，

1)総脂肪酸の平均値は．都市集団で高く，各集団の総

表1 各地域別の対象者数と調査年

年齢40~59歳男子
ホ

と，
地 域 例 数 胴査年
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大阪事務 47* S 55 
， 

i集
戸 田 市 44* S 56 
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図1. 地域別血清脂質と脂肪酸構成（平均値）

(a ~j) 

秋I:秋田 I町．秋H:秋田H市役所職員，山：山形Y,N町，島：島根N島．大現：大阪現業，大事：大阪事務，

戸：戸田市
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コレステロール平均値とほぼ並行の関係を示した．

2) リノール酸の平均値をみると，農村・漁村集団では，

都市集団に比べ明らかに低値を示した．

3)パルミチン酸およびオレイン酸についても農村・漁

村集団は都市集団より低い傾向を示した．

4) L/0, L/P比は都市集団が高い比率を示した．

この様に，血清脂肪酸構成は，集団間でかなり異なっ

た様相を示すことか予測され，今後，さらに多数例につ

いて調査を行ない，食生活の実態と併せて検討してゆき
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最後に，血液の提供をしていただきました各研究機関

の方々にお礼を申しあげます．
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